
平成18年度障害者保健福祉推進事業  

「障害者自立支援調査研究プロジェクト」実施事業  

「精神障害者ノーマライゼーション5ケ月戦略」   

～支援対象者のユニバーサル化をめざして～  

社会福祉法人 拓く   

進んでいない精神障害者の地域支援を多方面から拓くために、障害者自立支援法の  
サービスやシステムのあり方を検討するとともに、医療関係者、福祉関係者、精神障  
害者、市民等と相互の連携・協働のあり方について検討することを目的とした。  

業概要  

1．一般市民への啓発講座  

（1）精神障害に関する講座 「あなたも精神障害者の支援者になれる」  

対象 ‥・一般市民・知的・身体障害者施設及び介護事業所・支援センターの  

職員等  

（2）参加者によるワークショップ  

対象 … 教員・児童委員・PTA役員・青年会議所の役員・家族・隣人等   

2．三障害への一体的サービス提供等を視野に入れた専門的人材養成講座  

対象・・・知的・身体障害者施設及び介護事業所・支援センターの職員等   

3．精神障害者地域支援開拓事業  

（1）精神障害者ケアマネジメント試行事業   

・精神障害者のケアマネジメントに関する研修   

・ケアプランの作成及び問題解決への取組み  

（2）精神障害者就労支援試行事業   

・精神障害者就労支援（精神障害者の基礎訓練及び職場体験実習）  

（3）精神障害者主体のプログラム開発   

・精神科デイケア、パン作りを通しての福祉施設との交流   

・当事者サロン活動の場の提供  

（4）WRAPファシリテーター養成研修  

対象 ■・・精神障害者・障害者支援に関わる専門職等15名   



事業を終えて  

○ 自閉症、強度行動障害等の支援の経験、知的障害者の地域生活支援のために実現   

してきた通所授産、デイサービス、ホームヘルプ、ガイドヘルプ、グループホーム、   

レスバイトケア、地域交流等の支援技術や実践等のノウハウをもとに医療機関との   

相互の交流を進めていくことは意義のあることだと考え、また、医療機関との連携・   

協働から新たな地域資源を生み出すことが可能であるとの展望を得た。  

○ 人材が育ち、確保されたとしても、精神保健福祉手帳の等級、要介護、区分認定   

等による制約をうけ、使えるサービスは少ないという現実がある。精神障害者の特   

性に配慮した区分認定や調査、障害者自立支援法下で使えるサービスの増大、及び市   

町村生活支援事業のあり方等、早急に検討し改善を図られるべき課題を明らかにす   

ることができた。  

○ 医療機関、施設、事業所、NPO法人、市民等と課題を共有し、精神障害者の地   

域支援を具休化するには、市の自立支援協議会で障害共通の支援のための社会資源   

の開発、改変を進めていくべきである。同時に、就労移行支援事業に雇用支援セン   

ターがアドバイザーの役割を果たす等、各専門機関と地域の人的資源、社会的資源   

とが連携していく動きが、今後強く望まれる。  

○ 地域、専門機関や専門職、精神障害者本人、三位一体の取り組みを進めることが、   

精神障害者ノーマライゼーションを大きく前進させるものと確信した。今後も継続   

して、三位一体、総合的な視点で、取り組みを積極的に行う必要がある。   
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二  

wRAPの成り立ち  f  
E＝WRAP（WeLInessandRe⊂OVeryA⊂tionPIan；元気回復行動  

プラン）とは、メアリーコープランドさんらアメリカの当事者が   

リカバリー理念の元健康管矧こ関して自らが出来る毎日のエ夫   

をプランとしてまとめたものである。トレーニングを受けたファシ   
リテーター（進行役）がプログラムを実践し、参加した当事者が自  

分の元気回復行動プラン（WRAP）を作り上げていく点が特徴と  

言える。なお現在コープランドさんらはコープランドセンターなど  
を設立し、全米でWRAPを展開、精神保健福祉領域の政策にも  

関与している。また多くのピアスペシャリストがWRAPを実践して  

いる。  

ロわが国においてもWRAPの実践を可能とするために、当事者と  

共にWRAP研究会を2005年に立ち上げた。  

昨年度、本事業によって日本初のファシリテーター研修会を  

実施し、全国展開を試みている。  

□□□  

［］巨ヨ  WRAPの魅力：発想の転換  
田   

口精神疾患を患うことで、将来を諦め用心して再発を防ぐことよ  

り、リスクはあっても希望を持ってチャレンジしていく。始めから   

「だめ、無理」ではなく、可能性を信じて当事者のやってみたい  

ことが実行できる、それを本人や支援者が実感できる   

□疾患ではなく、疾患に隠れた本人のよさを大切にし、生き方に  

焦点をあてる   

口病を患うことによる挫折、喪失体験は弱みではなく、価値ある体  

験として活かすことができる   

口当事者がファシリテーターをやることで自己実現を可能にしてい  

く、人の役に立つことが可能になる  
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事者のエンパワ＿メントのためのキイワード  

ロリカバリーのために大切なこと   

＊希望 ＊責任を持つこと＊学ぶ＊私の権利を守る＊サポート  

口元気に役立つエ夫あれこれ集  

口元気回復行動プラン  

＊日常生活管理プラン  

＊引き金となる出来事に対処するプラン  

＊注意サインに対処するプラン  

＊調子が悪くなってきている時のプラン  

＊クライシスプラン（緊急状況への対応プラン）  

＊緊急状況を脱した時のプラン  

田口［コ  

国 wRAP＝リカバリーの具体例  

語空軍   烏討取   凄絢軋 

希望   誰でも元気になれる、実りの多い  結婚したい、PCを買う、  

人生を送ることができる、私の希軍  仕事がしたい   

責任を持つこ  自分の健康と生き方について自分  病気の原因を親のせいに   

と   で責任をとる、他罰、自責的になる  することをやめた、  

のを止め、自分にできることをする  薬をきちんとのむ   

学ぶこと   適切な意思決定ができるように、知  服薬中断経験から薬の必  

識、情報を得る   要性がわかった、習い事の  

情報を調べる   

私の権利を  自分を信じ、権利を主張する   私は間違ってよいし、完望   

守ること  でいる必要がない権利が  

ある   

サポート   必要な時、望んでいる時に連絡を  話を聞いてくれるピア仲間  

とれるサポーターを決める   辛い時励ましてくれる親   
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wRAP‥元気回復行動プランの具体例  

田臼ロ 
ファシリテーター（進行役）について  

□   

E］WRAPは個人でもできるがファシリテーターが行うWRAPクラ  

ス（グループ）で実施されるのがより効果的。   

ロクラスはファシリテーター2～3名で運営される。   

E］ファシリテーターはWRAPクラスを受講し、自分のWRAPを持っ  

ていて、ファシリテーター研修を受講し認定を受けた者。   

ロファシリチーターには誰でもなれるが、当事者ファシリテーター  

の実体験に基づくサポートがより効果的。   

ロファシリテーターの役割は指導者、講師ではない。ひとりひとり  

の参加者が居心地よくクラスに参加すること、参加者が安心し  

て語りあい、自分のWRAPを作ることができるように  

クラスを運営していく、そのことに責任をもつ。  
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ロロロ  
ロ囲 WRAPファシリテーターの価値と倫理  
ロ   

口元気になることができる、いつでも元気でいられる、  

そして自分の望む生き方ができるのだという希望が  

もてることを伝える   

口自己決定、個人の責任、エンパワーメント、自己主  
張がこのプログラムの重要な要素である   

ロそれぞれがユニークな特別な人として、その人らしさ  

を無条件に受け入れられ、認められる   

ロリカバリーに際限はないという前提に基づいている  

ロ各人が自分に関する専門家（エキスパート）である  

イシス（緊急状況対応 

ー5－   



田田口 
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wRAPクラスの構造．．  

■参加者15名以内  

・テキストを使用  

・ファシリテーター2名；  

が交替して役割分担；  
・各テーマを語りあう  

出された意見は  

ファシリチーターが  

随時模造紙に記入；  

参加者は出された  

意見を参考にして  

ノートに自分のプラン；  

を書き上げる  

・時間は休憩をはさんで；  

90分  

……＝…■●●●●●●●●●●●●●●  
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□ 
wRAP研究会構成と活動内容  

ロ   

ロ会員  

九州在住のファシリテーター10名（当事者7名）  

日活動  

＊WRAPクラス、講演会の開催  

（京都、福岡、北海道で実施済み、  

現在福岡で3クラス実施中）  

＊週1回の運営ミーティシグ、勉強会  

＊出版事業（日本語版テキスト3冊出版）  

＊冊子の発送、経理事務  

＊活動資金調達（助成金の申請など）  
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呂冨口髭仇椎4膠有用傑・と今細腰  

［］  

1ターゲットは健康管理、未来への創造→  

日々負担なく楽しく実行、予防的、補完的、多様的  

2 徹底した自己責任と自己決定→自律の促進  

3 コミュニティー、助け合う仲間→孤独からの脱出  
4 当事者性を活かしたピア活動→社会的活動の拡大  

5 自己尊重の向上→自信の回復、将来への可能性  

6 立場を超えた相互の学びあい→当事者、家族、専門   

職の意識変革、偏見の是正  

7 対象者の拡大  
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